
西東京市図書館



1

赤ちゃんは、からだ全体で新しい体験を吸収

します。絵本体験もそうです。おかあさん、おと

うさんのぬくもりを感じながら大好きな人の

声を聞き、絵を見て、心地よい時間を過ごしま

す。同時に親子の幸せなひとときとなることで

しょう。

０歳から２歳くらいの乳幼児が楽しめる絵

本30冊を選ぶにあたっては、図書館・児童館等

で、ボランティア活動をしている子どもの本に

通じた方々と児童サービス担当司書で選びま

した。絵本選びの参考にしてください。

西東京市図書館では、この冊子に掲載した絵

本をはじめ、たくさんの絵本をご用意してみな

さまのご来館をお待ちしています。

「はじめまして、赤ちゃん……」



おおよその対象年齢

（各ページ上すみ）

－0歳～

－1歳～

－2歳～

2



にゃあにゃが、いないいないばあ。くまちゃんが、い

ないいないばあ。めかくししていたどうぶつたちが、

“ばあ”と顔をみせる。泣いていた子も、にっこりして

しまうでしょう。

3

いない いない ばあ
◆松谷 みよ子　文　◆瀬川 康男　絵

童心社



4

「のせてくださ－い」とほにゅうびん。きしゃは、がた

んごとんがたんごとん進みます。次の、おきゃくさん

も「のせてくださ－い」。「い－よ－」という、子どもの

声が聞こえてきます。

がたんごとん がたんごとん
◆安西 水丸　作

福音館書店



5

すいか、もも、かき。あまくておいしいいろいろなく

だものが、洗ったり皮をむかれたりして「さあ　どう

ぞ。」とさしだされます。思わず、ちいさな手が絵のく

だものを、つまみそうです。

くだもの
◆平山 和子　作

福音館書店



6

青系の背景の中を、きいろいひもの白いあかちゃんぐ

つがさんぽにでかけます。「くつくつ・ぱたぱた・とん

とん」とページをめくるごとにリズミカルな文章と楽

しそうなくつの絵。お外にさんぽに行きたくなります。

「おててがでたよ」「きゅっきゅっきゅっ」もどうぞ。

くつくつあるけ
◆林 明子　作
福音館書店



7

くっついた
◆三浦 太郎　作・絵

こぐま社

きんぎょや、あひる。

赤ちゃんとお母さんとお父さん。

いろいろなものとふれあうことが、とても楽しくな

る絵本です。



8

「みず　じゃあじゃあじゃあ」「ひこうき　ぶ－ん

ぶ－んぶ－んぶ－ん」声を出してよむと、いろいろな

音が、耳と目で楽しめます。

じゃあじゃあ びりびり
◆まつい のりこ　作

偕成社



9

ひよこさんが「こんにちは」「ばいばい」

ぞうさんが「こんにちは」「ばいばい」

つぎの「こんにちは」はだあれ。

お母さんと赤ちゃんも「こんにちは」「ばいばい」。

きっと楽しいごあいさつができますよ。

ばいばい
◆まつい のりこ　作・絵

偕成社



10

ぴょーん
◆まつおか たつひで　作・絵

ポプラ社

かえるが…ぴょーん。こねこが…ぴょーん。そして最

後にわたしもぴょーん。

ページをめくるたびに、いろいろなどうぶつがぴょ

ーんと、とんでいます。

ページをめくるのが、とても楽しい絵本です。



11

ぽんちんぱん
◆柿木原政広　作

福音館書店

ぱんぱんしょくぱんぽんちんぱん　ちぎちぎぱっぱ

でぽんちんぱん　おいしいぱんをちぎってみたら、

にっこりお顔がでてきたよ。ぽんちんぱん♪子ども

たちの、はずんだ声が聞こえてきそうです。



12

あーがりめ　さーがりめ…　みんなもできるかな？

いろんなあそびうたがのっています。絵本を読んで

もらっていると、まねをしたくなります。

あがりめ さがりめ

◆ましま せつこ　絵　　こぐま社

－おかあさんと子どものあそびうた－



13

夜になったら、おそらにはおつきさま。今夜のおつき

さまは、にこにこわらっているかな？それとも．．．。

いっしょに、外へ出て夜空を、見上げてみましょうか。

おつきさまこんばんは
◆林 明子　作
福音館書店



14

しろくまちゃんのほっとけ－き
◆森 比左志／わだ よしおみ　文　◆若山 憲　絵

こぐま社

「ぽたあん　どろどろ　ぴちぴちぴちぷつぷつ　や

けたかな」しろくまちゃんのほっとけ－き、音だけで

もいいにおいがしてきそう。みんなの「いただきま－

す。」の声が聞こえそうです。



15

どうぶつのおかあさん
◆小森 厚　文　◆薮内 正幸　絵

福音館書店

ねこ、らいおん、さるなど動物の親子のむつまじい姿

が、それぞれ１ペ－ジずつ描かれています。動物たち

の目がとてもやさしそうです。いろいろな動物を楽

しみたいときにもどうぞ。



16

ととけっこう　よが　あけた…。元気なにわとりさ

んがみんなを起こしてまわります。わらべうたをも

とにしてお話が進んでいくので、リズムよく、楽しい

展開で、絵もはっきりしています。

ととけっこう  よが  あけた
◆こばやし えみこ　案　◆ましま せつこ　絵

こぐま社



17

どんどこ　どんどこ　リズミカルな音とともに、い

そぐももんちゃん。くまさんにとおせんぼされても、

ころんで頭をぶつけても、どんどこ　どんどこ。もも

んちゃんの行き先は？元気なももんちゃんが大活躍

の「ももんちゃんあそぼう」シリーズです。

どんどこ ももんちゃん
◆とよた かずひこ　作・絵

童心社



18

にんじん
◆せな けいこ　作・絵

福音館書店

うまさんもきりんさんもうさぎさんも、おいしそう

ににんじんを食べています。「にんじん　すきな　う

さぎさん　みたいなこ　だあれ」　“は－い”と元気

な返事がかえってくるでしょう。



19

のりもの大好きな赤ちゃんに！

のりものえほんシリーズ
「とらっく」「でんしゃ」「ふね」「ひこうき」
◆バイロン・バートン　作・絵
◆こじま まもる　訳　　金の星社
「ずかん・じどうしゃ」 「しゅっぱつしんこう！」
◆山本 忠敬　作　　福音館書店



20

ひまわり
◆和歌山 静子　作

福音館書店

ちいさなたねがとん　つちのなかのちいさなたねが

どんどこどん　たねから芽が出て、茎が伸び、葉が出

て…大きな大きなひまわりになるまでの成長を力い

っぱいに描いている絵本です。



21

ぞう・カメレオン・へびの親子が仲良く「ぎゅっ」して

いるのに出会った散歩中のジョジョくん。「ぎゅっ」

といいながらママがこいしくなって…。幸せそうな

動物親子。おもわず、わが子をぎゅっ！

ぎゅっ
◆ジェズ・オールバラ　作・絵

徳間書店



22

「きんぎょが　にげた　どこに　にげた。」「おや　ま

た」ピンク色のかわいいきんぎょが、かくれんぼ。

きんぎょを、いっしょに探しましょう。見つけられる

かな？

きんぎょが にげた
◆五味 太郎　作

福音館書店



23

ころころころ
◆元永 定正　作

福音館書店

ちいさないろいろな色のたまが、ころころころと、こ

ろがっていきます。かいだんみち、でこぼこみち、あ

らしのみちへところがっていくたま。絵本からころ

がる音がきこえてきそうです。



24

サンドイッチ　サンドイッチ　さあつくろう。ふわ

ふわパンに、バターをたっぷり。しゃきしゃきレタス

にまっかなトマト、大きなチーズに…サンドイッチ

ができるまで。おいしそうな材料がたくさんでてき

ます。

サンドイッチ   サンドイッチ
◆小西 英子　作

福音館書店



25

「あめこんこ？」かとおもったら、「せみのしっこっこ

だ！」わんわんもぞうさんも、くるまもでんしゃも？

しっこっこ。「しっこっこ」ということばが、リズミカ

ルに耳にのこる楽しい絵本です。

しっこっこ
◆西内 ミナミ　作　◆和歌山 静子　絵

偕成社



26

きょうは、いいてんき。ごきげんなぞうさんは、さん

ぽにでかけました。歩いていくと、かばさんに会いま

した。次に出会ったのは．．．。どんどん歩いていくと

池があって、さあ大変なことに！

ぞうくんのさんぽ
◆なかの ひろたか　作・絵　◆なかの まさたか　レタリング

福音館書店



27

ちいさなうさこちゃん
◆ディック・ブル－ナ　文・絵　◆いしい ももこ　訳

福音館書店

うさぎのふわふわさんと、ふわおくさんに、あかちゃ

んがうまれました。うさこちゃんと名づけられまし

た。「おめでとう」とみんなが来ました。人気もの「う

さこちゃん」誕生の絵本です。



28

小さい子にとって、着替えは大変。くまくんもなやみ

ます。「しゃつを　はいたら　どうなる？　どうすれ

ば　いいのかな？　そうそう、しゃつは　きるもの。」

じょうずに着られてうれしそうな顔のくまくんです。

どうすればいいのかな？
◆わたなべ しげお　文　◆おおとも やすお　絵

福音館書店



29

おかあさんがあんでくれた赤いチョッキ。ぼくにぴ

ったりにあうでしょう。みんなが来て、「ちょっとき

せてよ」と着てみます。みんな、きつそうなのに「にあ

うかな」って。あ－、のびちゃうよ－。

ねずみくんのチョッキ
◆なかえ よしを　作　◆上野 紀子　絵

ポプラ社



30

ひとりでパンツがはけないたつくん。いつもころん

じゃう。パンツはかないたつくんのおしりをみて、動

物たちが笑います。でも、じょうずにはける方法を発

見！子どもがきっとまねするでしょう。

はけたよ はけたよ
◆かんざわ としこ　文　◆にしまき かやこ　絵

偕成社



31

はなを くんくん
◆ル－ス・クラウス　文　◆マ－ク・サイモント　絵

◆きじま はじめ　訳　　 福音館書店

冬眠していた動物たちが、かすかな春の気配を感じ

て目をさまします。みんなが、はなをくんくんさせて、

かけて行った先には．．．．．一輪の花が。白と黒だけの

絵に、最後ぽっと黄色い花が印象的です。



32

し－んとした世界に「もこ」「もこもこ」。不思議な世

界。いろいろな音がでてきます。音を見るってこんな

感じ？きれいな色とおかしな雰囲気が、子どもに人

気です。

もこ もこ もこ
◆たにかわ しゅんたろう　作　◆もとなが さだまさ　絵

文研出版



なまえ
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